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社
会
活
動

と
連
動
さ
せ

た
事
業
活
動

と
は
将
来
の

種
撒
き
で
あ

る
。
商
品
の

販
売
を
通
じ

た
寄
付
活
動
は
、
そ
の
受

け
取
り
手
や
消
費
者
の
脳

裏
に
刻
ま
れ
、商
品
・
ブ
ラ

ン
ド
・
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
イ

メ
ー
ジ
の
向
上
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
。
小
学

生
を
対
象
に
し
た
工
場
見

学
も
然
り
で
、
そ
こ
で
い

か
に
深
い
体
験
を
し
て
も

ら
え
る
か
が
フ
ァ
ン
づ
く

り
の
カ
ギ
と
な
る
▼
社
会

活
動
と
の
連
動
の
ポ
イ
ン

ト
は
�
継
続
�
。
こ
こ
で

企
業
の
本
気
度
が
見
極
め

ら
れ
る
。
例
え
ば
生
産
者

へ
の
貢
献
を
謳
っ
た
地
産

地
消
型
の
エ
リ
ア
限
定
商

品
。
本
当
に
生
産
者
に
寄

り
添
う
の
で
あ
れ
ば
一
回

限
り
あ
る
い
は
一
年
限
り

の
展
開
は
あ
り
え
な
い
。

生
産
者
の
安
定
的
な
収
入

に
寄
与
す
る
た
め
に
は
一

度
や
る
と
決
め
た
の
な
ら

ば
や
り
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
「
生
産
者
へ
の

貢
献
」
を
謳
う
に
は
、
そ

れ
く
ら
い
の
覚
悟
が
必
要

だ
▼�
社
会
課
題
の
解
決
�

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
も
最
近

よ
く
耳
に
す
る
。
働
き
方

改
革
や
共
働
き
世
帯
に
適

し
た
時
短
化
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
提
案
も
有
難
い

が
、
老
老
介
護
、
児
童
虐

待
、
い
じ
め
、
放
射
能
汚

染
、
白
血
病
と
い
っ
た
問

題
・
病
気
の
解
消
に
少
し

で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
な

提
案
が
出
て
く
れ
ば
、
私

は
絶
対
フ
ァ
ン
に
な
る
。

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
が
創
業

の
地
・
千
住
（
東
京
都
足
立

区
）
に
再
進
出
し
た
。
１５

日
、
北
千
住
駅
西
口
ア
ー
ケ

ー
ド
通
り
の
一
角
に
食
品
ス

ー
パ
ー
業
態
の
「
イ
ト
ー
ヨ

ー
カ
ド
ー
食
品
館
千
住
店
」

を
出
店
。
同
エ
リ
ア
で
の
営

業
再
開
は
Ｄ
Ｓ
業
態
ザ
・
プ

ラ
イ
ス
千
住
店
の
撤
退
以
来

３
年
ぶ
り
で
、
ヨ
ー
カ
堂
フ

ァ
ン
の
多
い
地
元
は
大
い
に

湧
い
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
初

日
は
朝
９
時
の
開
店
前
か
ら

近
隣
の
主
婦
や
シ
ニ
ア
ら
約

１
千
人
が
詰
め
か
け
、
入
場

制
限
が
絶
え
な
い
異
例
の
盛

況
と
な
っ
た
。

食
品
館
千
住
店
は
ザ
・
プ

ラ
イ
ス
千
住
店
の
跡
地
に
建

っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
１
～
２
階

に
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
居
。

売
場
面
積
は
９
９
２
㎡

と
近
年
の
食
品
ス
ー
パ

ー
と
し
て
は
小
規
模
だ

が
、「
単
品
管
理
・
死
に

筋
カ
ッ
ト
と
い
っ
た
ヨ

ー
カ
堂
の
原
点
に
回
帰
」

（
川
島
隆
平
店
長
）し
、

約
６
千
６
０
０
ア
イ
テ

ム
の
限
ら
れ
た
品
揃
え

の
中
で
地
域
密
着
の
ユ

ニ
ー
ク
な
Ｍ
Ｄ
を
強
力

に
打
ち
出
し
て
い
る
。

区
内
の
北
足
立
市
場

と
連
携
し
、
新
鮮
な
野

菜
・
果
物
を
豊
富
に
揃

え
る
ほ
か
、
惣
菜
部
門

で
も
地
場
野
菜
の
千
寿
葱
を

使
っ
た
か
き
揚
げ
な
ど
で
ご

当
地
色
を
強
調
。
主
力
顧
客

の
シ
ニ
ア
・
共
働
き
世
帯
の

簡
便
調
理
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

ミ
ー
ル
キ
ッ
ト
な
ど
も
充
実

さ
せ
た
。
２
階
イ
ー
ト
イ
ン

ス
ペ
ー
ス
に
は
写
真
で
千
住

店
の
歩
み
を
振
り
返
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
も
設
け
た
。

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
は
１
９

４
６
年
、
現
セ
ブ
ン
＆
ア
イ

Ｈ
Ｄ
名
誉
会
長
・
伊
藤
雅
俊

氏
の
母
と
兄
が
千
住
の
地
で

２
坪
の
洋
品
店
を
開
い
た
の

が
始
ま
り
。
そ
の
後
、
４８
年

に
現
在
の
食
品
館
の
場
所
に

移
転
。
６０
年
に
セ
ル
フ
サ
ー

ビ
ス
方
式
で
食
品
の
販
売
に

も
乗
り
出
し
、
総
合
ス
ー
パ

ー
「
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
」

の
礎
を
築
い
た
。

千
住
の
象
徴
だ
っ
た
同
店

（
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
千
住

店
）
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

直
後
の
０９
年
に
低
価
格
特
化

型
の
ザ
・
プ
ラ
イ
ス
に
転
換
。

こ
の
店
が
老
朽
化
を
理
由
に

１６
年
４
月
に
撤
退
す
る
と
、

半
年
後
に
近
隣
の
ト
ポ
ス
も

閉
店
。
デ
イ
リ
ー
な
食
品
を

総
合
的
に
扱
う
有
力
店
が
中

心
市
街
地
か
ら
消
滅
し
、
ヨ

ー
カ
堂
の
早
期
再
進
出
を
求

め
る
声
が
挙
が
っ
て
い
た
。

１５
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
に
は
千
住
で
長
年

汗
を
か
い
た
伊
藤
名
誉
会
長

も
出
席
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

見
守
る
地
元
住
民
の
中
に

は
、
創
業
期
の
ヨ
ー
カ
堂
を

知
る
世
代
も
多
か
っ
た
。

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
Ａ

Ｗ
）
は
、
無
添
加
・
無
加
水

・
自
己
発
酵
の
「
熟
成
黒
に

ん
に
く
」
を
製
造
・
販
売
す

る
株
式
会
社
元
気
の
株
式
の

う
ち
６３
％
を
２
月
１
日
付
で

取
得
し
、
子
会
社
化
し
た
。

元
気
は
、
国
内
で
初
め
て

「
黒
に
ん
に
く
」
を
製
造
し

た
企
業
で
あ
り
、
主
に
青
森

県
産
の
に
ん
に
く
を
原
料

に
、
独
自
の
無
添
加
・
無
加

水
・
自
己
発
酵
の
製
造
方
法

に
よ
る
「
熟
成
黒
に
ん
に

く
」
を
製
品
化
し
て
い
る
。

Ａ
Ｗ
は
「
元
気
を
子
会
社
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
社
の

調
達
ル
ー
ト
を
通
じ
て
青
森

県
産
に
ん
に
く
の
調
達
力
が

高
ま
る
こ
と
で
、
当
社
グ
ル

ー
プ
が
有
す
る
青
果
物
の
仲

卸
・
小
売
事
業
と
の
シ
ナ
ジ

ー
効
果
が
見
込
め
る
」
と
し

て
い
る
。

■
元
気
の
概
要
�
設
立
２

０
０
３
年
７
月
、
本
社
所
在

地
・
三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
北

町
河
内
２
番
地
１
、
代
表
取

締
役
社
長
・
濱
野
濱
助
、
資

本
金
３
千
５
０
０
万
円
、
従

業
員
数
２６
人
（
２
０
１
９
年

１
月
末
現
在
）
、
売
上
高
８

・
５
億
円
（
２
０
１
８
年
６

月
期
）
。

も
安
全
・
安
心
な
ス
チ
ー
ル

缶
を
採
用
」
「
賞
味
期
限
１

年
」「
使
用
方
法
と
使
用
上
の

注
意
点
を
分
か
り
や
す
く
パ

ッ
ケ
ー
ジ
前
面
に
記
載
」
し

た
点
。
災
害
備
蓄
用
途
と
し

て
の
活
用
も
考
え
、
災
害
発

生
下
の
過
酷
な
状
況
に
お
い

て
も
ミ
ル
ク
の
品
質
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
ス
チ
ー
ル
缶

を
採
用
す
る
と
と
も
に
、
製

造
工
程
な
ど
の
工
夫
に
よ
り

賞
味
期
限
１
年
を
実
現
し
た
。

新
商
品
の
発
売
に
合
わ

せ
、
同
社
は
一
般
財
団
法
人

日
本
気
象
協
会
と
の
協
力
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
明
治
ほ
ほ
え

み
防
災
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
、
液
体
ミ
ル
ク
の

啓
発
活
動
も
開
始
す
る
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
防

災
備
蓄
の
大
切
さ
だ
け
で
な

く
、
液
体
ミ
ル
ク
の
商
品
特

徴
や
使
用
方
法
や
Ｗ
ｅ
ｂ
オ

リ
ジ
ナ
ル
サ
イ
ト
に
よ
る
商

品
情
報
・
使
用
方
法
の
啓
発

（
３
月
下
旬
頃
開
設
予
定
）
、

液
体
ミ
ル
ク
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
関
心
に
答
え
る
と
と
も

に
、
商
品
の
正
し
い
使
用
方

法
を
啓
発
す
る
情
報
サ
イ
ト

と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
サ
イ
ト

（
Ｐ
Ｃ
、
ス
マ
ホ
向
け
）
を

開
設
し
、
液
体
ミ
ル
ク
の
理

解
促
進
に
努
め
て
い
く
。

同
社
で
は
今
後
も
、
災
害

時
を
含
め
、
液
体
ミ
ル
ク
を

使
用
す
る
あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン

で
の
利
便
性
向
上
を
目
指
し

た
商
品
の
研
究
開
発
を
進
め

て
い
く
考
え
だ
。

か
に
働
く
「
Ｔ
―
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
」
を
提
案
。

Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
や
ク
ラ
フ
ト
ボ
ス

限
定
カ
ラ
ー
の
「
Ｕ
ｎ
ｉ
ｑ

ｌ
ｏ

Ｕ
」
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
が

当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展

開
し
て
い
く
。

�
面
白
み
や
驚
き
�
�
少

し
テ
ン
シ
ョ
ン
を
高
め
た

い
�
と
い
っ
た
こ
と
が
無
糖

茶
の
潜
在
ニ
ー
ズ
と
判
断

し
、
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
ノ
ン
シ
ュ
ガ

ー
」
は
新
技
術
で
高
濃
度
に

香
り
を
抽
出
し
て
キ
レ
を
高

め
な
が
ら
紅
茶
の
渋
み
を
低

減
さ
せ
た
。

自
然
な
甘
さ
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
飲
料
で
差
別
化

を
図
る
「
紅
茶
花
伝
ク
ラ
フ

テ
ィ
ー
」
（
コ
カ
・
コ
ー
ラ

シ
ス
テ
ム
）
は
４
日
か
ら
Ｔ

Ｖ
Ｃ
Ｍ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
サ
ン
プ

リ
ン
グ
な
ど
を
展
開
し
て
い

る
。

Ｔ
コ
ー
ヒ
ー
ユ
ー
ザ
ー
は
、

コ
ー
ヒ
ー
の
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ

ー
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
飲
料
を
飲
ま

れ
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、

そ
の
よ
う
な
方
々
に
週
に

何
回
か
飲
ん
で
も
ら
え
る

と
考
え
て
い
る
」
（
キ
リ

ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
の
東
桃
子

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
商
品
担

当
主
任
）
。

「
ボ
ス
」
は
「
水
分
補

給
を
し
な
が
ら
快
適
に
仕

事
が
し
た
い
と
い
う
広
義

の
働
く
人
た
ち
の
ニ
ー
ズ

を
と
ら
え
た
場
合
、
真
の

意
味
で
働
く
人
の
相
棒
で

あ
る
た
め
に
は
コ
ー
ヒ
ー
だ

け
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
」

（
サ
ン
ト
リ
ー
食
品
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
大
塚
匠
ジ

ャ
パ
ン
事
業
本
部
ブ
ラ
ン
ド

開
発
事
業
部
課
長
）
と
の
考

え
か
ら
１９
日
に
無
糖
紅
茶

「
ク
ラ
フ
ト
ボ
ス
Ｔ
Ｅ
Ａ
ノ

ン
シ
ュ
ガ
ー
」
を
新
発
売

し
、
第
２
弾
の
「
同
ミ
ル
ク

テ
ィ
ー
」
の
発
売
も
年
内
に

予
定
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、
紅
茶
の
快
適
さ
や
軽
や

か
さ
を
表
現
す
る
た
め
、
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
て
快
適
に
軽
や

る
利
便
性
の
高
い
商
品
。

昨
年
８
月
の
法
整
備
に
よ

り
国
内
で
の
製
造
・
販
売
が

可
能
と
な
っ
た
が
、
同
社
は

今
月
５
日
、
乳
児
用
液
体
ミ

ル
ク
の
特
別
用
途
食
品
と
し

て
の
許
可
を
取
得
し
た
こ
と

で
発
売
開
始
す
る
。

商
品
特
徴
は
「
災
害
時
に

メ
ー
カ
ー
に

よ
る
乳
児
用

液
体
ミ
ル
ク

の
発
売
は
、

江
崎
グ
リ
コ

が
今
月
１１
日

に
発
売
開
始

し
た
「
ア
イ
ク
レ
オ
赤
ち
ゃ

ん
ミ
ル
ク
」
（
１
２
５
�
、

税
別
２
０
０
円
）
に
続
き
２

件
目
。

乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
は
、

お
湯
で
溶
か
す
こ
と
や
、
７０

℃
以
上
に
温
め
る
と
い
っ
た

調
乳
作
業
が
不
要
。
哺
乳
瓶

に
移
し
替
え
る
こ
と
に
よ

り
、
す
ぐ
飲
む
こ
と
が
で
き

明
治
は
４
月
下
旬
か
ら
、

乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
「
明
治

ほ
ほ
え
み

ら
く
ら
く
ミ
ル

ク
」
（
２
４
０
�
、
税
別
２

１
５
円
）
�
写
真
�
を
全
国

で
新
発
売
す
る
。
こ
れ
に
先

立
ち
、
３
月
下
旬
に
一
部
施

設
で
先
行
発
売
す
る
。
国
内

や
か
な
琥
珀
色
�
�
と
い
う

３０
年
続
け
て
き
て
い
る
こ
だ

わ
り
を
改
め
て
消
費
者
に
伝

え
顧
客
を
増
や
し
て
い
く
」。

「
午
後
の
紅
茶
」
は
、
新

商
品
の
投
入
と
新
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
で
紅
茶

飲
料
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま

っ
た
�
休
眠
層
�
や
新
た
な

ユ
ー
ザ
ー
を
掘
り
起
こ
し
て

い
く
。

「
午
後
の
紅
茶
」
の
注
力

商
品
は
「
お
い
し
い
無
糖
」

と
２６
日
に
発
売
さ
れ
る
新
商

品
「
ザ
・
マ
イ
ス
タ
ー
ズ

ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
」
。

「
お
い
し
い
無
糖
」は
「
ま

だ
飲
ん
で
い
な
い
方
が
圧
倒

的
に
多
い
こ
と
か
ら
、

オ
フ
ィ
ス
飲
料
と
し
て

サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行
い

実
際
に
仕
事
中
に
紅
茶

を
飲
ん
で
も
ら
う
体
験

を
フ
ッ
ク
に
メ
デ
ィ
ア

に
も
取
り
上
げ
て
も
ら

い
、オ
ン
タ
イ
ム（
勤
務

中
）
に
も
ふ
さ
わ
し
い

と
い
う
気
づ
き
を
与
え

て
い
く
」
（
キ
リ
ン
ビ

バ
レ
ッ
ジ
の
加
藤
麻
里

子
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部

商
品
担
当
部
長
代
理
）。

そ
の
第
１
弾
と
し
て

今
月
か
ら
三
菱
地
所
の

社
員
に
対
し
「
お
い
し
い
無

糖
」
の
無
償
提
供
を
開
始
。

４
千
本
を
用
意
し
４
週
間
か

け
て
配
布
し
て
い
く
。
食
事

と
の
相
性
も
訴
求
し
、
店
頭

で
は
カ
レ
ー
と
の
ク
ロ
ス
Ｍ

Ｄ
を
今
月
中
旬
か
ら
順
次
展

開
し
て
い
る
。

「
ザ
・
マ
イ
ス
タ
ー
ズ

ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
」
は
、
甘
さ

と
カ
ロ
リ
ー
を
抑
え
て
紅
茶

感
を
強
化
し
た
微
糖
ミ
ル
ク

テ
ィ
ー
。
甘
さ
か
ら
離
れ
て

い
く
２０
代
前
半
か
ら
３０
代
前

半
の
働
く
女
性
を
メ
ー
ン
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
設
定
し
、
新
容

器
を
採
用
し
て
Ｐ
Ｅ
Ｔ
コ
ー

ヒ
ー
棚
に
も
提
案
。
「
Ｐ
Ｅ

無
糖
ブ
ー
ム
が
起
こ
る
遥

か
昔
。
「
ジ
ャ
ワ
テ
ィ
」
は

大
塚
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
初

代
会
長
で
「
ボ
ン
カ
レ
ー
」

の
生
み
の
親
で
あ
る
大
塚
明

彦
氏
の
先
見
の
明
で
開
発
さ

れ
た
。

「
８８
年
４
月
、
当
時
・
大

塚
食
品
社
長
で
あ
っ
た
大
塚

明
彦
が
米
国
の
あ
る
会
社
の

研
究
所
で
竣
工
式
に
招
か

れ
、
そ
こ
で
の
食
事
会
で
ア

イ
ス
テ
ィ
ー
が
提
供
さ
れ
、

こ
れ
が
料
理
と
合
っ
て
い
た

の
に
衝
撃
を
受
け
た
と
い

う
」
（
大
塚
食
品
の
森
川
慎

太
郎
飲
料
事
業
部
ジ
ャ
ワ
テ

ィ
担
当
プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
。
帰
国
後
す
ぐ
に

琵
琶
湖
研
究

所
で
無
糖
の

テ
ー
ブ
ル
ド

リ
ン
ク
の
開

発
に
着
手
し

平

成

元

年

（
１
９
８
９

年
）に「
ジ
ャ

ワ
テ
ィ
」
を

発
売
し
た
。

５
月
２４
日
に

発
売
３０
周
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
「
無
糖
、
無
香
料
・
無

着
色
、
ジ
ャ
ワ
島
産
茶
葉
１

０
０
％
使
用
、
透
き
通
る
鮮

紅茶飲料市場は「午後の紅茶」（キリンビバレッジ）

の独壇場で有力な対抗馬がなく長らく無風状態にあっ

た。今年、「午後の紅茶」と「ボス」（サントリー食品イ

ンターナショナル）の両ブランドでオフィスワーカーに

向けた無糖紅茶のマーケティングが活発化されること

で、無糖紅茶の先駆けである「シンビーノ ジャワティ

ストレート」（大塚食品）が再評価される可能性もある。

「シンビーノ ジャワティストレート」

「午後の紅茶」ＣＭ発表会

「クラフトボスＴＥＡノンシュガー」ＣＭ発表会

ヨーグルト

……………………
きょうの主な内容

��～�� ヨーグルト特集
��～�� 業務用油特集

機能性足踏みで踊り
場続く。ライトユー
ザーの取り込みカギ。

紅紅 茶茶 飲飲 料料
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乳乳
児児
用用
液液
体体
ミミ
ルル
クク

明
治
も
発
売
開
始

創
業
の
地
に
再
進
出

地
元
住
民
１
千
人
が
開
店
待
ち

イトーヨーカ堂

株
式
会
社
元
気
の
株
式
取
得

●
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
●

青
森
県
産
に
ん
に
く
強
化
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